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モード界はショーや展示会シーズン真

っ最中。ロンドン、ミラノ、ニューヨー

ク、パリを中心に世界各都市で2020年春

夏シーズンのコレクションが発表され

る。 「新作」を見ながら、正直、もう十

分すぎると思っている。3カ月前には「ク

ルーズコレクション」が発表されたばか

りで、現在、市場には9カ月前発表の「プ

レフォール(初秋)コレクション」が層

ぶ。これほど頼翰こ新作を出すことその

ものが時代錯誤的に見えてくる。

ショーの現場はブランドの世界観をl去

える重要な場でもあるので、大量の資本

が投下される。しかし、この現場も矛用

を露呈するようになっている。世界中か

環境汚染危機感持って
ら顧客や影響力のあるメディアやインフ

ルエンザーが招かれるが、関心の的はシ

ョーよりもむしろ「誰がどんな装いでシ

ョーを見に来たのか?」に移行している。

インフルエンサーもそれを意識し、 「新

作」などかき消すインパクトの奇抜な格

好で会場に現れ、写真を撮られ、世界に

拡散されている。

磯節問題や社会問題への取り組みが急

務となっている近年は、企業がいかにサ

ステナビリティー(持続可能性)に取り

組んでいるかに注目が集まるため、ブラl

アピールする。一方、ゲストのなかには

I()1)らふっとのシ購-を見るためにプラ

イべ-トンふツトで肪れる人も。二酸化

炭素(COぉ)鮎I凧に掘出しながら、

パーティーで創隊小利に取り組むことの

重要性について咽る滑仰さとさたら。

ファッシ種ンprI勘、よl融産業に次いで

環境汚染を生み同仁⊂いる産業である。

その危機感のも(し、 8用こは仏で、ファ

ッションとテキスタイル関連32社が気候

・生物多様性・海周こ対し協力して実践
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ウンベリさんを支持するZ世代のファッ

ショニスタは、音新作より協定が守られる

かどうかを注視するだろう。 「新作続々」

「注目第一」 「口だけ環境」の大人の患

かさは、 Z世代には怒りとともに完全に

見すかされている。 (服飾史家)


